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稼働全日ゼロ日数
2012 年５月６日～

６月３０日 ５６日

2013 年９月１６日～

2014 年１２月１４日 ４５５日

投票日で 511 日目
午後 11:03 唯一稼働中だった北海道 泊原発

停止（７月１日夜 福井県 大飯原発再稼働）

▲事故原発収束せず、汚染拡大中。地下凍結防護壁は巨

費を投じても成功の見通し立たず。タンク林立。 ▲プ

ールで冷却中の使用済み核燃料が全国で約１万７０００

㌧ ▲二つの再処理工場のタンクに高レベル放射性廃液。

事業者は「潜在的ハザード（危険）がある」と説明。

◎超危険な臨界状態にある原発はない ◎新たな使用済み核燃料が生ま

れていない。 ◎使用済み核燃料の放射能が少しづつであるが、減衰へ、

崩壊熱も下降へ ◎なによりも海への温排水が流されなくなったので、

沿岸生態系が昔に戻り始めた！ ◎全面停止中でも日本の電気は足り

ている。原発は「ベースロード電源」ではない。

午後 11:00 大飯原発停止、再び稼働原発ゼロへ

安
倍
自
民
党
は
「
原
発
は
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
、

新
規
制
基
準
で
確
認
し
た
原
発
は
再
稼
働
す
る
」
と

選
挙
公
約
し
ま
し
た
。
溶
け
落
ち
た
炉
心
の
情
況
も

分
か
ら
ず
、
事
故
に
至
る
原
因
が
不
明
の
ま
ま
、
〔
新

原
発
規
制
基
準
〕
で
安
全
確
保
は
出
来
ま
せ
ん
。
原
発

事
故
時
の
避
難
計
画
は
市
町
村
の
責
任
と
さ
れ
国
の

審
査
対
象
に
も
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
原
発
が
稼
働
す
る

と
毎
日
広
島
原
爆
二
～
三
発
分
の
放
射
性
廃
棄
物
を

生
み
出
し
、
そ
の
原
発
が
強
烈
な
地
震
や
火
山
噴
火

に
見
舞
わ
れ
た
場
合
、
福
島
事
故
並
み
の
、
あ
る
い

は
そ
れ
以
上
の
甚
大
な
被
害
と
な
り
ま
す
。

事
故
加
害
者
の
東
電
は
責
任
を
問
わ
れ
な
い
ま
ま
、

電
気
料
金
値
上
げ
を
行
い
、
国
庫
や
金
融
機
関
か
ら

既
に
五
兆
円
を
大
幅
に
超
え
る
資
金
を
受
け
取
り
ま

し
た
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
よ
う
に
「
義
務
的
避

難
区
域
」
と
と
も
に
「
移
住
保
障
区
域
（
避
難
の
権

利
ゾ
ー
ン
）
」
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
日
本
の
場
合
、

避
難
対
象
区
域
が
解
除
さ
れ
る
た
び
に
避
難
住
民
へ

の
「
賠
償
」
が
逐
次
打
ち
切
ら
れ
、
被
災
の
上
に
さ
ら

に
困
窮
し
た
生
活
が
強
い
ら
れ
ま
す
。

福
島
原
発
事
故
は
、
経
済
的
損
失
も
甚
大
で
す
。

今
後
の
使
用
済
み
核
燃
料
の
後
始
末
、
原
発
廃
炉
、

安
全
化
対
策
を
加
え
る
と
数
十
兆
円
か
か
り
ま
す
。

国
民
に
膨
大
な
負
担
を
強
い
る
原
発
再
稼
働
な
ど
あ

り
得
ず
、
脱
原
発
の
み
が
選
択
す
べ
き
道
で
す
。

「
汚
染
水
は
管
理
さ
れ
て

い
る
」
と
国
際
社
会
へ
向
け

発
言
し
た
安
倍
首
相
の
言

葉
と
は
裏
腹
に
、
福
島
事

故
原
発
か
ら
大
量
の
放
射

能
汚
染
水
が
海
へ
流
れ
続

け
て
い
ま
す
。
今
回
の
総

選
挙
で
脱
原
発
の
日
本
を

選
択
し
よ
う
。

前回衆議院選のチラシから



『
ナ
ノ
粒
子
安
全
性
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
』の

数
値
。

議
論
は
当
然
な
が
ら
、
岩

手
県
下
二
四
市
町
村
で
行

わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
農

林
系
副
産
物
焼
却
問
題
に

集
中
し
ま
し
た
。
岩
手
県
資

源
循
環
課
は
全
県
の
対
象

物
や
焼
却
情
況
を
知
り
な

が
ら
全
て
を
発
表
し
て
い

な
い
。
ぜ
ひ
、
全
体
像
を
掴

ん
で
焼
却
を
断
念
さ
せ
よ

う
と
い
う
意
見
が
多
く
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
注
目

さ
れ
る
べ
き
は
『
ナ
ノ
粒
子

安
全
性
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

（
日
刊
工
業
新
聞
二
〇
一

二
年
九
月
発
行
）
の
バ
グ
フ

ィ
ル
タ
ー
の
性
能
試
験
結

果
で
す
。
１
ミ
ク
ロ
ン
の
さ

ら
に
千
分
の
１
の
単
位
で

あ
る
「
ナ
ノ
粒
子
」
に
つ
い

て
、
例
え
ば
「
２
０
０
ナ
ノ

ｍ
の
粒
子
は
バ
グ
フ
ィ
ル

タ
ー
で
十
一
％
～
八
五
％

の
初
期
集
じ
ん
率
」
と
あ
り
、

「
九
九
・
九
九
％
」
回
収
す

る
と
い
う
環
境
省
の
報
告

が
、
間
違
い
で
あ
る
こ
と
が

こ
の
本
か
ら
分
か
り
ま
す
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
試
み

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
、
一
つ
は
、
畜
産
や
食
品

廃
棄
物
を
利
用
し
た
「
バ
イ

オ
マ
ス
パ
ワ
ー
」
会
社
の
見

学
報
告
、
も
う
一
つ
は
「
一

関
市
民
な
の
は
な
ソ
ー
ラ

ー
発
電
所
」
の
報
告
で
し
た
。

「
電
力
固
定
価
格
買
い
取

り
制
度
」
に
よ
り
、
市
民
出

資
の
十
一
ｋ
ｗ
太
陽
光
発

電
所
を
一
～
三
号
機
ま
で

建
設
し
運
営
し
て
い
る
と

い
う
報
告
で
し
た
。
信
頼
で

き
る
市
民
発
電
運
動
グ
ル

ー
プ
と
連
絡
し
合
い
な
が

ら
進
め
る
事
が
大
切
で
あ

る
と
語
り
ま
し
た
。

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
の

測
定
が
可
能
に

こ
の
他
、
「
再
処
理
工
場

の
危
険
な
情
況
」
学
習
会
や
、

市
民
に
よ
る
放
射
性
物
質

の
検
出
・
測
定
に
つ
い
て
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
県
外

か
ら
の
参
加
者
か
ら
、
測
定

が
難
し
い
、
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ

ム
に
つ
い
て
、
今
後
測
定
可

能
な
市
民
施
設
が
出
来
る

と
い
う
朗
報
が
も
た
ら
さ

れ
ま
し
た
。

前
号
で
、
再
処
理
工
場
の

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
に
つ

い
て
日
本
原
燃
か
ら
の
回
答

「
潜
在
的
危
険
は
認
識
し
て

い
る
」
が
「
重
大
事
故
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
し
て
い

な
い
」
と
い
う
記
事
を
書
い

た
。
実
は
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
も
原
燃

も
「
潜
在
的
ハ
ザ
ー
ド
は
認

識
し
て
い
る
」
と
い
う
言
い

回
し
だ
っ
た
。
「
ハ
ザ
ー
ド
」

と
は
何
か
？
「
危
険
」
あ
る

い
は
「
危
険
の
原
因
」
と
い

う
意
味
ら
し
い
。
こ
う
い
う

こ
と
は
日
本
語
で
表
し
て
ほ

し
い
。
◆
「
高
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
液
」
問
題
は
、
日
本
人

に
突
き
つ
け
ら
れ
た
非
常
に

重
い
、
国
民
的
、
あ
る
い
は

人
類
史
的
課
題
と
も
言
え
る
。

残
念
な
が
ら
脱
原
発
市
民
の

側
も
含
め
て
こ
の
深
刻
な
危

険
は
充
分
理
解
さ
れ
て
い
な

い
。
◆
な
ぜ
危
険
な
の
か
。

そ
れ
は
こ
う
い
う
こ
と
だ
。

原
発
で
使
っ
た
使
用
済
み
核

燃
料
は
密
閉
さ
れ
て
保
管
さ

れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
な

の
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
と
称

す
る
作
業
が
行
わ
れ
、
密
閉

さ
れ
て
い
た
も
の
を
細
切
れ

に
せ
ん
断
し
、
溶
か
し
て
し

ま
っ
た
。
事
前
の
計
画
で
は
、

ウ
ラ
ン
や
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を

抽
出
し
、
残
っ
た
廃
液
は
ガ

ラ
ス
溶
融
炉
で
ガ
ラ
ス
固
化

し
、「
安
定
化
」
す
る
と
さ
れ

た
。
◆
と
こ
ろ
が
、
ガ
ラ
ス

溶
融
炉
の
技
術
が
未
完
成
で

ガ
ラ
ス
固
化
体
化
は
当
面
実

行
出
来
な
い
と
い
う
の
で
あ

る
。
そ
の
廃
液
は
、『
人
が
側

に
寄
っ
た
だ
け
で
二
十
秒
で

即
死
す
る
』
と
い
う
超
危
険

な
放
射
能
液
体
で
し
か
も
膨

大
な
量
で
あ
る
。
こ
の
液
体

は
タ
ン
ク
に
貯
め
ら
れ
て
い

る
が
、
冷
却
し
な
け
れ
ば
沸

騰
し
、
掃
気
し
な
け
れ
ば
水

素
が
発
生
し
、
爆
発
や
火
災

の
危
険
が
あ
る
。
◆
茨
城
県

東
海
再
処
理
工
場
に
三
九
四

立
方
㍍
、
青
森
県
六
ヶ
所
工

場
に
二
〇
二
立
方
㍍
あ
る
。

国
も
事
業
者
も
「
危
険
を
認

識
し
な
が
ら
そ
の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
な
い
」
と

い
う
の
だ
。
こ
の
こ
と
は
総

選
挙
で
論
議
さ
れ
る
べ
き
だ
。

数
百
年
あ
る
い
は
数
万
年
に

一
回
の
大
地
震
も
物
理
的
破

壊
を
も
た
ら
す
の
は
一
瞬
で

あ
ろ
う
。
そ
の
時
に
、
液
体

状
の
超
危
険
物
を
抱
え
て
い

て
は
、
防
護
の
手
段
が
な
い

で
は
な
い
か
。
（
尚
）

十
一
月
二
三
日
、
盛
岡
市
内
に
お
い
て
、

第
四
回
放
射
能
問
題
市
民
交
流
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
の
は
岩

手
県
内
の
市
民
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
、

秋
田
県
や
宮
城
県
、
愛
知
県
か
ら
の
参

加
者
も
含
め
て
二
〇
余
人
で
、
原
発
事

故
由
来
の
放
射
能
汚
染
物
焼
却
、
汚
染

水
問
題
、
土
壌
調
査
、
給
食
の
汚
染
情

況
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
脱
原
発
の
運

動
論
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
夕
刻
ま
で

熱
心
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

原
発
止
め
た
い
、
盛
岡
金
曜
デ
モ
は
、
十

一
月
七
日
で
百
回
目
、
六
五
人
参
加
で
し
た
。

学
習
会
も
設
定
し
、
今
後
も
続
け
ま
す
。

上
・
豚
汁
差
し
入
れ

下
・
元
気
な
デ
モ
隊

これなら出来る原発ゼロ
市民がつくった

『脱原子力政策大綱』
原子力市民委員会

宝島社 定価 ９２０円＋税

国民的討議のたたき台として

みんなで読もう！

◎詳細版ＰＤＦあり

http://www.ccnejapan.com/


